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Ｊ
Ｒ
新
駅
は
、
２
線
ホ
ー

ム
、
乗
り
か
え
跨
線
橋
、
身

体
障
害
者
用
通
路
等
を
設
置

す
る
。
事
業
費
は
約
２
億
２

０
０
０
万
円
で
、
県
と
市
が

各
２
分
の
１
負
担
す
る
。

　

完
成
は
、
平
成
２０
年
代
後

半
の
予
定
で
、
１
日
当
た
り

約
１
０
０
人
の
利
用
を
予
測

し
て
い
る
。
今
後
、
Ｊ
Ｒ
と

事
務
手
続
き
等
を
進
め
、
地

元
住
民
の
要
望
も
取
り
入
れ

整
備
を
進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
人
件
費
の
時
間
外
手
当
の

実
態
と
予
算
計
上

・
医
療
費
の
窓
口
負
担

て
い
る
た
め
、
制
度
上
で
き

な
い
。

　

ま
た
納
税
者
か
ら
課
税
対

象
で
あ
る
土
地
を
寄
附
で
取

得
す
る
と
、
税
収
の
面
か
ら

も
市
が
不
利
益
と
な
り
、
取

得
後
の
財
産
管
理
も
相
当
な

経
費
が
必
要
と
さ
れ
、
寄
附

を
受
け
入
れ
る
考
え
は
な
い
。

塩
漬
け
公
有
地
の
実
態
と

今
後
の
展
望

問
　

開
発
公
社
の
解
散
以
後
、

塩
漬
け
公
有
地
の
変
遷
は

あ
っ
た
か
。
長
期
に
わ
た
る

塩
漬
け
公
有
地
の
今
後
の
活

用
方
法
を
問
う
。

答　
総
務
部
長

　

砥
部
七
折
の
土
地
は
、
昭

和
５６
年
に
広
域
斎
場
問
題
に

関
連
し
購
入
し
た
が
、
用
途

も
定
ま
ら
な
い
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　

米
湊
大
角
蔵
の
土
地
は
、

中山町門前の市有地

インターチェンジと国道との接続予定箇所

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

水
田
　
恒
二
　
議
員

固
定
資
産
税
と
土
地
の
荒

廃問
　
年
金
生
活
の
高
齢
者
の
固

定
資
産
税
が
、
生
活
を
圧
迫

し
て
い
る
。
所
得
を
生
ま
ず

利
用
の
展
望
も
な
い
土
地
は

所
有
者
が
望
め
ば
市
で
受
け

入
れ
広
葉
樹
林
や
山
桜
な
ど

利
用
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た

減
税
の
措
置
は
と
れ
な
い
か
。

答　
中
村
市
長

　

税
の
減
免
措
置
の
適
用

は
、
災
害
や
公
益
上
の
必
要

が
あ
る
ほ
か
、
生
活
困
窮
で

は
生
活
保
護
の
受
給
者
等
極

め
て
限
定
的
な
運
用
と
な
っ

平
成
１１
年
と
１３
年
に
各
１
区

画
を
売
却
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
今
後
、
土
地
の
鑑

定
評
価
を
行
い
、
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
へ
の
斡
旋
依

頼
等
を
し
、
順
次
売
却
に
向

け
て
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

　

他
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い

土
地
は
、
中
山
門
前
の
住
宅

用
地
、
旧
伊
予
土
木
事
務
所

跡
地
、
双
海
・
下
浜
集
会
所

跡
地
や
旧
教
員
住
宅
用
地
等

が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
約

１
４
０
筆
あ
る
。

交
通
政
策
を
問
う

問
　
中
山
イ
ン
タ
ー
設
置
や
上

野
地
区
へ
の
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置

の
際
の
、
予
算
及
び
財
源
、

地
域
生
活
へ
の
影
響
、
利
用

者
（
車
）
数
な
ど
、
具
体
的

な
情
報
を
市
民
に
開
示
し

て
、
計
画
の
実
施
、
中
止
の

判
断
を
市
民
に
問
う
べ
き
で

あ
る
。

答　
中
村
市
長

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設

置
に
は
、
地
域
住
民
の
熱
意
、

要
請
が
不
可
欠
で
、
今
後
、

住
民
説
明
会
の
開
催
等
を
通

じ
て
把
握
し
た
い
。

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
松
山

方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能

な
ハ
ー
フ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
想
定
し
た
場
合
、
工
事

費
、
用
地
補
償
費
等
を
含
め
、

約
９
億
２
０
０
０
万
円
が
見

込
ま
れ
る
。
財
源
は
過
疎
債

や
交
付
金
を
活
用
し
、
一
般

財
源
を
で
き
る
だ
け
使
わ
な

い
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　

経
済
的
な
影
響
、
波
及
効

果
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

利
用
予
想
数
は
、
２０
年
後

に
、
１
日
当
た
り
３
２
４
台

と
想
定
し
て
い
る
。


